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はじめに

災害対応住宅研究の目的

本アイディア集の内容について

本アイディア集の活用について

災害時において被害を最小限に食い止め、その住宅で継続して生活ができ、修理などに対してかかる時間や費用が極力抑えられるよう
な住宅の仕様やそれらを盛り込んだ参考プランを通して、会員工務店が消費者に対して、災害対策としてそれぞれの地域特性を加味し
た有用な提案やアドバイスを行えるアイディア集を作成することを目的としました。
災害への対策を施したとしても、被災してしまうと、住まい手には精神的、金銭的負担が大きくかかります。建主のためを考えるので
あれば災害の発生する可能性の高い土地に建築をしないことが一番の災害対応であることを認識していただくことも目的としています。

近年、自然災害が日本各地で頻発し、大きな被害をもたらしています。災害リスクの少ない土地に住まうことが、長い目で見ると、人
的、精神的、そして経済的にも負担がかからないと言えるでしょう。しかし、様々な事情により、そうしたリスクのある土地に住まわ
ざるを得ないという建て主もいることは確かです。その場合でも被害を最小限に抑え、少しでも早く日常生活に戻れる住宅があればそ
れに越したことはありません。そのために、修理費用や復旧の時間を抑えられるアイディアを会員工務店が把握してお客様にお伝え
し、考えるきっかけを提供し、問題を共有いただくことが大切になります。
我々 JBN・全国工務店協会の仲間は、全国に存在し、実際に大きな災害に見舞われ、大変な体験をし、その復旧にも関わってきた会
員がたくさんいます。それらの体験を皆様からお知らせいただき、有用な提案やアドバイスを、アイディア集としてまとめました。
今回この冊子をまとめるにあたり、委員の皆様から多大なる情報提供とご協力をいただきましたことに感謝申し上げますともに、御礼
申し上げます。

2022年6月吉日
JBN・全国工務店協会　災害対応住宅研究委員会　委員長　田口隆一

ここに提示するアイディアは、2020年に実施した会員工務店の皆様が各地で経験された災害とその対策などについてのアンケートの
内容の検証を行い、委員からの提案や提言を加えた内容を取りまとめたものです。
今回のアイディア集の内容は、木造新築住宅2階建てに対応するもので、工務店の方向けに作られていますので、施主の方が読まれる
と主体を誤解される場合がありますので、そうしたことが起きないよう、取り扱いにご注意願います。
根拠や想定が不足している点もあるかと思いますが、昨今の激変する気候状況などの中、できるだけ早く情報提供し、各工務店で解釈
を加えつつ活用いただけるようにしています。項目によっては、相反関係になるものもありますので採用につきましては、専門家とし
て責任を持って判断いただきますようお願いします。
雪害、凍害、降灰については、今後、追加検討を予定しています。これらの災害が起こり得る地域の工務店は、すでに把握されている
独自の対策と組み合わせてご対応いただければと思います。また、それらの情報提供をいただければ幸いです。
建物に災害対策を講じても、すべての災害に完全に対応できるものではないことはご理解いただけると思います。よって、施主への説明
に当たっては、建物でできること、できないことを明確に説明してください。特別警報などにより激甚災害が予測される場合は、まず避
難をお勧めください。

本アイディア集は、災害に応じた対策案とその意味や説明を提示しており、自社の地域で起こりうる災害への対策の一つとして検討い
ただき、活用できる点があれば採用いただき、地域の特性に合わせた工夫などをされた場合は、フィードバックいただければ幸いです。
提示した項目は、地域での取り組みのきっかけとして羅列したもので、ここにある対策をやっておけばよい、あるいはやらなくてはい
けないというものではありません。敷地条件、施主の予算、要望などを勘案し、各個の的確な判断をして、ご提案いただきますようお
願いします。

災害事例

平成28年熊本地震 平成30年倉敷洪水
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Yes

Yes

No

No

ハザード情報により講じる対策を検討

災害対応住宅の建築を行うだけでなく
メンテナンス対応も行う家守工務店へ

end

ハザードマップ情報の確認
地域の気候・災害特性の把握

建物での対応ができない
レベルの土地

建て替えなど、どうしてもその土地に建築
せざるを得ない場合は、十分な説明の後、
可能な対策を検討

土地の選定

別の土地を選定
建築困難敷地の説明を行い、
購入や建築を勧めない

通常の建築で対応しつつ
メンテナンスも行う

end

建物での対応がある程度
可能な土地
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対策が必要な
ハザード情報がない土地
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（新築住宅の場合）

土地を選ぶ前や、
家を建てる前に
確認してみましょう。

災害対応住宅アイディア活用のフロー0
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災害対応住宅の大前提１

ハザードマップの確認1

地形や地盤の把握2

理由 想定される最大級の災害の状況を把握・想定して極力安全な土地を提案する。
避難場所や避難経路についても把握する。

施主への説明例 その土地に住むことのリスクを、できるだけ細大漏らさず伝え、理解・納得をして購入することが大切。

注意点 地元工務店として、常日頃地域の観察を行い、冠水情報や台風時の風の向きなど、ハザードマップに提示されてい
る最大の災害だけでなく、生活に直結する小さな災害にも目を向けて生の情報を提供できるとよい。

備考 ハザードマップについては、宅建業法でも重要事項説明時に情報提供が行われることとなっている。

理由 土地購入の段階で、地形図の確認や近隣の建造物の状態チェック、近隣
の地盤調査データの確認を行うことで、不同沈下の可能性＝地盤改良の
必要性や地震に対しての揺れやすさを想定する。
土地購入後は地耐力の確認のために地盤調査を行う。

施主への説明例 地形図や近隣の状態を確認することでその地域の地盤の状態を把握でき、
地盤改良の必要性＝建物以外の費用が掛かる可能性などが把握できる。
軟弱地盤は建物が傾いたり、地震時に揺れやすくなったりする。
→宅地としては難があり、地盤改良などの検討が必要になる。旧地名も
参考になる。〇〇沢、〇〇谷、〇〇沼など。
地盤調査には、SWS（スクリュー・ウェイト・サウンディング）試験や
SDS（スクリュードライバー・サウンディング）試験（液状化判定も可）
がある。
瑕疵保険申請にも必要となるため一般的に行われている調査で、報告書
の判定の確認だけでなく、地層の傾斜や層厚など地盤の状態も解説する。

●災害予測情報の確認
JBN災害情報提供サービス
（株）ライフプラザパートナーズ

JBNホームぺージから申し込み可能

ハザードマップ（地震、液状化、高潮、洪水、土砂災害など）
提供者：国土交通省、都道府県、市町村　HP参照

ハザードマップ事例（国土交通省）災害情報提供事例

地形図（国土地理院）

SWS試験結果例

対象地の総合評価

全国を１３地域に
区分する場合

土砂災害警戒区域

洪水による
浸水想定

想定される
最大の浸水深

今後30年間に想定震度の
揺れに見舞われる確率
（最大ケースにて算出）①地震情報

②津波被害

③洪水被害

④土砂災害

⑤台風被害

表層地盤のゆれやすさ

震度 強以上

震度 弱以上

震度 強以上

最寄りの活断層名

活断層までの距離

%

%

%

各都道府県が想定している津波浸水深

対象地の標高 m

危険リスク総合判定

気象予報の区分

台風接近数の順位

※特別警戒区域、警戒区域のどちらかに該当すれば「該当」と判定

南海トラフ巨大地震

首都直下地震

地域

地域

地域

計画規模

想定最大規模

約



5

災害対応住宅アイディア集 2022

調査結果の検証と提案（土地選びから関わる場合は必須）3
理由 災害が発生する可能性の高い土地を取得し、建築をすることは、災害時の復旧負担が大きく、数十年から百年を目

指した、長持ちする住宅を供給している地域工務店としては、建物が存在している間に災害が起こり得ることか
ら、勧められる土地ではないと言える。そうした土地への建築を思いとどまらせることこそ本当の意味での施主の
ための工務店と言える。

施主への説明例 土地の歴史や言い伝えなども把握し、沼地の埋め立てや冠水しや
すい土地、水害の記憶や記録などを把握し、そうした土地の取得
や建築で生じる問題点や追加で必要となる費用などをできるだけ
正しく伝える。

注意点 どうしてもリスクのある敷地に建てなければいけない場合でも、
その内容を十分に理解したうえでの建築となるように、取りうる
対策の提示も含めて説明を行う。

備考 台風の進路・風向については、ハザードマップの対象外であるた
め、地元での長年の天候観察（経験や肌感覚）が地元工務店固有
の情報としての優位性になる。
被災された方で継続居住される方は残債があり、その土地から逃
れられないため仕方なく残っている方が多いという実情を伝える
ことも土地の良し悪しで生じる問題点を認識いただくためにはよ
いと思われる。

参考プランの直下率を確認したチェック図

右側ほど
風が強くなる

台風台風台風

巻き
込
む
風

巻き

込
む
風

進行方向

進む力

巻き込む力進む力

巻き込む力

大地震への対応2
シンプルな構造計画1

耐震等級3の確保2
理由 長持ちする住宅を供給している地域工務店という立場として、

建物が存在する間に経験する可能性がある大地震に耐えられ
る建物を提供することは、施主の安全や資産を守るために必
要なことと言える。

施主への説明例 熊本地震被害の悉皆調査で、耐震等級3で建てられた建物は、震度7を2回経験しても軽微な損傷で、その後も使
い続けられることが確認されたことから、耐震性については耐震等級3を確保することで、補修に大きな負担をか
けずに継続使用が可能となると言える。等級1（建築基準法）から等級3への等級向上コストは、建物規模にもよる
が、基礎で20万円程度、構造計算費で20万円程度コスト増になると想定される。

注意点 準耐力壁もすべて使ってのぎりぎり耐震等級3では、余力がなく損傷が大きくなる可能性が高いため、余裕を持っ
た設計が必要となる。設計図面や契約図面の表記として耐震等級3「相当」といったあいまいな表記は、誤解のも
ととなり、後々トラブルに発展するケースがあるので避けるべきである。
性能表示制度の耐震等級3を取得するなど、確実に性能が確保できていることを確認できる「建設性能評価書」が
あれば地震保険の割引対象にもなる。

備考 制震ダンパーの使用による耐震性の向上については、商品により特性が異なるため、施主への説明や使い方に留意
する。

理由 バランスのよい建物形状とすることで、効率のよい耐震性の確保
と架構の経済性が向上する。

施主への説明例 間取りを優先して、直下率のよくない住宅を設計すると構造的な
負担が増し、特に構造的な対応がし切れていない場合、床の不陸
や建物のゆがみが生じる危険性が高まる。そうした建物の構造的
な検討を行うと、使用する構造材のサイズが極端に大きくなるこ
とによるコストアップが生じたりする。

注意点 架構ブロックや上下階の柱・耐力壁の位置をできるだけ合わせる
など配慮してプランニングを行う。

台風へ巻き込む風と台風を移動させる周りの
風が同じ方向へ吹くため進行方向の右側ほど
風が強くなる

押入 押入

トイレ

入押下廊

玄関

ホール

U
P

洋室
（6帖）

洋室
（6帖）

洋室
（8帖）

物入

+900

+1065

+990
室外機 室外機 室外機デッキ

（4帖）

階段

1階と2階が一致している壁

1階と2階が一致していない壁

1階だけにある壁

1階にはなく、2階だけにある柱

1階も2階も同じ位置にある柱

室 機

ト

ル

入物物入
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洪水への対応3

電気の一次側の引き込みをポールで受ける3

理由 大地震時に電気系統の建物接続部分を保護する。

施主への説明例 大地震で電柱が倒れた際に引き込み線に力が加わり、外壁の破壊や引き込
み線の引きちぎれや引き抜きが発生してしまう可能性がある。引き込み線
が引き抜かれると、一次側の復旧が終わっても二次側を修理しない限り接
続することができない。
地域全体が災害に見舞われている可能性が高く、二次側復旧に当たる電気
事業者が対応できず時間がかかることが想定されるため、二次側の破壊を
起こさないようにする。

注意点 ポールを建てるスペースが確保できるかなどの検討が必要。

1階ＦＬ

2,
89
5（
階
高
）

2階ＦＬ

・屋上避難用バルコニーも
 道路側に配置

2階軒高

GL

北立面図

・電気等は引込ポールを使用
30
0

76
4

1,
40
0

2,
76
1

基礎に水抜き穴を設置し、防水キャップで閉鎖しておく

ベランダ立ち上がりに水抜き穴を設けるか
手摺の立ち上がりを掃き出し窓より低くする

1

2

理由 基礎内部に水が浸入した際に排出しやすい。

施主への説明例 床下浸水をしてしまった際に床下の水や泥を排出する手間が非常にかかる
ため、洗い流してしまえるよう排水措置を講じておく。

注意点 洪水時は、水抜き穴から浸入しないように防水キャップをしておく。

備考 施工の際に便宜上設ける雨水を溜めないための単なる水抜き穴はコント
ロールしにくいため設けない。

理由 ゲリラ豪雨など、ベランダやバルコニーの排水能
力を超える降雨があった際に効果を発揮する。

施主への説明例 排水量の想定より多くの雨が降り、床に水が溜
まってしまうと掃き出し窓部分から室内側に逆流
してしまうため、排水孔以外の排水用として水抜
き穴を設置するか、掃き出し窓より手摺壁を低く
して、屋内に逆流させない様にしておくとよい。

注意点 基本は排水口の清掃が常時行われていて、通常の
排水が阻害されていないことが前提。

備考 排水能力を十分に持った太めのオーバーフロー管
を確保する。
手摺壁を掃き出し窓より低くする場合、立ち上が
り部分の笠木などの内部に雨水が浸入した際に、
躯体にダメージなく排出ができることを想定した
納まりが必要。

130

4
10

1階軒高

60
0

2,
80
0

10
5

2,
89
5

2,
52
0

6,
42
0（
最
高
軒
高
）

8,
94
0（
最
高
高
さ
）

2階軒高

基礎高
ＧＬ

20

道路
ＧＬ

オーバーフロー管

600 600

オーバーフロー管

床下に浸入した水を
排出する排水孔

防水キャップ

スリーブ
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分電盤、太陽光のパワコンなどを２階以上に設置4

窓にシャッターや雨戸を設置5

理由 配電の中心となる分電盤や太陽光発電のパワコンを水に浸けない
ようにするために、２階などの高い位置に設置。

施主への説明例 地域の電気が停電していない状況でも建物内の電気系統が浸水し
ていると使用できないため、配電の中心である分電盤は２階に設
置し、１階と２階で電気の系統を分けておくことで、浸水部分を
遮断し、２階部分だけでも電気の継続利用が可能となる。
太陽光発電も自立使用が可能なため、各種機器が水没しなけれ
ば、日照のある時間帯は電力使用が可能となる。

注意点 電気メーターも浸水高さを想定した、できるだけ高い位置に設置
する必要がある。

理由 流出物で窓ガラスなどが割れにくくなるようにするため。

施主への説明例 物が流れてきた際や水圧が掛かった際にガラスが割れないようにするため。

備考 台風時も活用可能。

1階ＦＬ

2階ＦＬ

南立面図
76
4

2,
76
1

2,
89
5（
階
高
）

2階軒高

・非常用電源として太陽光発電パネルを設置

・エアコン室外機を
 デッキ上に設置

550 550

・エアコン室外機を
 デッキ上に設置

ホール U
P

9,100

廊下 D
N

階段

ＬＤＫ

019

２階平面図

バルコニー

ＵＢ

給湯器

トイレ 物入

リモート室
洋室

（20帖）

（3帖）

冷

室外機

２階避難用バルコニー

1,820 1,820

9,100

パワコン

洗面脱衣室
分
電
盤

6,
37
0

・分電盤、パワコンは２階に設置

91
0

1,
82
0

3,
64
0

3,
64
0

1,365 2,2751,820

2,
73
0

パ

エアコンの室外機やエコキュート、給湯器などを１ｍ以上高い位置に設
置、可能であれば２階のバルコニーなどに設置

3

理由 機器の浸水被害を低減するための措置。

施主への説明例 設備機器、特に電気機器は、水に浸かってしまうと不具
合が生じる危険性が高まるため、想定される浸水の高さ
以上まで外部機器類を上げておくことで、被害を低減す
ることができる。
可能であれば２階のバルコニーに設置できるとなおよい。

注意点 想定浸水高さに応じた高さの設定をするなど、実情に合
わせることで、過大な費用をかけない対応とする。

備考 １階外部に設置の場合、架台や設置台などでかさ上げを
行う。設置形式にもよるが、盛り土では水の流れに伴い
土の流出が生じると機器も流されたり、倒れて水没して
しまう可能性があるため、水の流れを想定した台を設置
する。
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洪水時に窓を開けて避難

基礎の一体打ち又は打ち継ぎ部の防水

２階に生活機器の中心を配置する

6

7

8

理由 建物が流れ出さないように内部に水を入れて重量を増やす。

施主への説明例 建物が浮き上がる前にあえて水を建物内に入れて、建物自体が浮いて流
出することを防ぐ。

注意点 避難時の住まい手の対応のため、建物での対策ではない。

備考 建物の流出の可能性がある浸水深度は、事例建物において積載荷重を考
慮しない場合の浮力が生じる浸水深さは地盤面から約1.1ｍと想定され
る。また、これは基礎も含めた重量で計算しているため、上部構造と基
礎の接合が不足していて、上部構造が基礎から離れてしまった場合の流
出には対応していない。
【おおよその想定】
　単位面積当たり建物重量　12.63kN/㎡
　泥水の深さ1ｍ当たりの浮力　12kN/㎡

理由 基礎上部までの浸水の場合、床下に水を入れないようにするため。

施主への説明例 ご自身の加入している火災保険の適用範囲をご確認いただく必要がありますが、一般に地盤面から45cmの高さ
までの浸水に関しては保険対象外になることから、地盤面から45cmまでは水を内部に入れないようにするため。

注意点 玄関や勝手口、外物置など基礎上端を切り欠いて開口部を設置している場合は、その高さまでが浸水を防止でき
る範囲となる。

備考 地盤面から保険適用外の45cmを想定して
それ以上の基礎高とし、打ち継ぎ部分など
から水が浸入しないよう、いずれかの対策
を講じる。

理由 浸水想定深さにもよるが、２階にリビングや水回りなどの主要な生
活機器を設置することで、１階までの浸水であれば、機器の被害が
ほぼ起きない。

施主への説明例 浸水時の機器水没防止対策として、キッチン、浴室、洗面、トイレ
などの設備機器を浸水の危険が小さい２階に配置する。
２階建ての建物の場合、日当たりがよく、構造的にも大空間が確保
しやすくなる。

注意点 施主の身体状況により、２階での生活にホームエレベーターなどが
必要になる場合、巻き上げ機が基礎上部に設置されるものが一般的
で、モーター部分が床下になってしまうため、完全には浸水に対応
できない状況になることを説明する必要がある。

ホール U
P

9,100

廊下 D
N

階段

ＬＤＫ

019

２階平面図

バルコニー

ＵＢ

給湯器

トイレ 物入

リモート室
洋室

（20帖）

（3帖）

冷

室外機

２階避難用バルコニー

・エアコン室外機は２階バルコニーに設置

1,820 1,820

9,100

パワコン

洗面脱衣室

分
電
盤

・一部手摺を開閉可能に
・道路面に避難用バルコニー・主な設備機器は２階に設置

6,
37
0

・分電盤、パワコンは２階に設置

・給湯器は２階に設置

91
0

1,
82
0

3,
64
0

3,
64
0

1,365 2,2751,820

2,
73
0

打ち継ぎから浸水
させない防水施工

打ち継ぎが生じない
コンクリート一体打設

または

一体打金物
防水
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排水管に逆流防止弁を設置

敷地周囲に塀を設ける

屋根材や外壁材の設置については施工仕様を遵守

9

10

2

理由 洪水時に排水管からの逆流を防ぐため。

施主への説明例 洪水が発生すると下水管の中に大量の水が流れ込み
内圧が上がることで各戸の排水管に下水が逆流する
ことがあるため、それを防止する逆流防止弁付きの
排水管を途中に設置。

注意点 通常の排水管に比べ形状が複雑になることからメン
テナンスや点検頻度は短くなる。

理由 洪水時に流れてくる木材などを敷地内に入れないよ
うある程度の効果を期待。

施主への説明例 洪水の際には様々なものが流れてくる。すべてのも
のを防ぐことはできないが、ガラスを破るようなあ
る程度の大きさのものまでは防げるブロック塀や少
し丈夫なフェンスなどを設けるとよい。

注意点 玄関への門扉やカーゲートなどについても塀と同程
度の強度があるか、選定の際に確認が必要。

理由 台風による屋根材の飛散の防止のため。

施主への説明例 業界団体などから提示されている屋根材の施工仕様を遵守することで、
屋根材が飛んでしまうことが防げる。

注意点 留め付けの劣化が進行した状態では、仕様や基準通りに設置されていて
も飛散を防げないことがある。

備考 瓦屋根については、「瓦屋根標準設計・施工ガイドライン」
スレート屋根については、製品ごとの「施工仕様」
板金屋根については、製品ごとの「設置基準」を参照。

台風や強風への対応4

窓にシャッターや雨戸を設置1

理由 流出物で窓ガラスなどが割れにくくするため。

施主への説明例 台風や強風の際に窓ガラスの割れ抜けを防ぐため。窓などが割れ抜ける
と一方向からの風の流入により、室内に大きな圧力がかかり、場合に
よっては屋根を飛ばすことになりかねない。

備考 洪水時にも活用可能。防犯ガラスの使用も割れ抜け防止に効果的。 CPマーク

逆流防止部材

桝

合流式下水本菅
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小屋組の接合をかすがいからコーナープレートに

感染者が出た場合、室の吸気口に換気ファンを設置

3

1

理由 小屋組の接合耐力が不足することにより小屋組ごと屋根の飛散が生じる。

施主への説明例 台風などの強風で屋根が吹き上げられないよう接合を強化する。

注意点 特に２階天井を勾配天井とする場合は屋根面を構成する接合箇所（雲筋かい
や室の中央部に設置される束など）が減るため接合耐力を強化するとよい。

備考 建築基準法では明確な規定がないが、屋根面の垂木だけでなく束などの接合
も強化できるとよい。

1 避難器具、防災用具置き場を計画
施主への説明例 避難の際に持ち出しやすい場所に収納（地震に対しては外物置など、

洪水に対しては２階や小屋裏などが考えられる。

2 トイレはタンク式を採用
施主への説明例 少なくとも一か所あれば、停電時でも給排水が生きていれば

使用可能。断水時でも雨水タンクや浴槽の残り水があれば使用可能。

3 庭に花壇又は菜園スペースを設ける
施主への説明例 インフラが途絶えた際に土の部分で用足しが可能。

プランターでもある程度利用が可能であった事例もある。

理由 家族に移さないようにするため、簡易的な陰圧室をつくる。

施主への説明例 感染者が自宅待機を余儀なくされた場合陰圧室をつくることで、隔離室の
空気が他の室に流れないようにすることができる。

注意点 即席の陰圧室であるため、完全に感染症に対応できるものではないが、何
もない状態あるいは、第３種換気の経路として廊下やトイレに隔離室の空
気が流れることがある程度避けられるレベルであることの説明が必要。

備考 空気感染隔離室の換気を参考とすると、新設の場合12回 / ｈ以上、既存
の隔離室では6回 / ｈ以上とされており、６畳程度の部屋であれば台所用
シロッコファンを設置することで、既存の隔離室と同程度の換気量が期待
できる。

感染症への対応5

避難への対応6

かすがい

ビス止め金物

6_01
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4 デッキや棚などの外構を木製にする
施主への説明例 インフラが途絶えた際に暖をとったり調理に使用したりできる。

5 洪水の際、避難時に窓を開放する
施主への説明例 建物の内部に水を入れて建物自体の流出を防ぐ。

貴重品を持ち出す、持ち出せないものは鍵のかかる上階の室に避難させる、
ロフトに入れて蓋をするなど盗難対策も行ったうえで避難する。

6 避難場所と避難ルートの確認
施主への説明例 災害時の安全な逃げ道を認識する。避難ルートが水没することなどがある

ため標高などを考慮したルートをあらかじめ把握しておく。

7 階段、寝室などに非常灯を用意
施主への説明例 夜間避難時には必要。

8 救助可能なベランダや屋上避難が
可能な間取

施主への説明例 洪水が始まる前に避難することが第一だが、
万が一に逃げ遅れた際に、船に乗りやすいなど救助を
想定したプランニング（屋根に上れるトップライトや
バルコニー）であると対応できることがある。

1 断熱気密性能の向上
施主への説明例 インフラ切断時に室温の低下や上昇を緩やかにできる。

2 井戸を掘る
施主への説明例 断水時の水の確保ができるが、手動ポンプでない場合、ポンプ用の電源確保も

セットで考慮する。洪水時には水が濁るなどの症状が出ることがあり、地震時に
は涸れてしまったり、地割れなどで漏出した下水と混ざることもある。

3 発電機を用意
施主への説明例 停電時の電力供給が可能。ガソリン式とカセットガス式があり、燃料の扱いと保

管はカセットガス式がよいと思われるが、使用していない時期のメンテナンスも
必要となる。

4 点検マニュアル、修繕方法の提示
施主への説明例 風や雨に対しての簡単にできる点検や修繕の方法をお知らせし、症状の把握やあ

る程度応急的な修繕ができるように。

生活への対応7

避
難

す
る
ぞ
！



12

5 太陽光発電と蓄電池の設置
施主への説明例 災害時だけでなく通常の生活でも

自家発電で対応が可能になる。
蓄電池や太陽電池の寿命とコスト
について認識をしてからの設置。

6 水の備蓄
施主への説明例 一週間の水

（飲料24L、トイレ水150L：浴槽の水でもよい≒1人分）を人数分確保しておく
とインフラ回復までの時間対応できる。
事前の対策として設置可能な設備は、雨水タンクや給水管直結のタンクを設置す
るなどが挙げられる。

7 カセットコンロ・ガスの備蓄
施主への説明例 災害時だけでなくテーブルで鍋をする際などにも利用可能で、

ガスの供給が止まった際の湯沸かしや調理用に使える。

8 箪笥が倒れないような対策を行う
施主への説明例 箪笥の転倒による圧死や避難路の閉鎖を起こさないため、有効な転倒防止対策に

なっているかチェックを行う。特に天井突張棒形式は、壁際に設置されているか
確認する。

9 想定される災害に対して満額支給される保険に加入する
施主への説明例 現在の保険内容の確認を行う。保険条件によっては、満額支給されず復旧のため

の費用が不足することがある。

10 寝室にサンダルなどを用意
施主への説明例 避難時の履物確保。

割れたガラスの上を歩く可能性があるので底の厚いものを用意する。

11 浴槽の水は流さない

施主への説明例 断水時にトイレ用水に利用できる。
ただし、下水管が破損して排水できない場合は、逆流のリスクがあるためトイレ
用水としては使用しない。

12 浄水器を用意

施主への説明例 普段の水の浄水に使用することもでき、被災時に井戸水などがある場合はろ過す
ることで飲料にすることも可能な場合あり。
井戸水に雑菌が入っている場合は、煮沸することにより飲める状態になることも
あるので、保健所などで水質検査をしてもらっておくとよい。

商用電力

太陽光パワーコンディショナ

太陽電池

分電盤

HEMS

蓄電システム

充放電

発電

LED照明 エアコン

テレビ

冷蔵庫

売電・買電

飲料用水は長期保存が可能
なものを備蓄するか、普段
使いの水として賞味期限の
順に使っていく
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・建物重量の検証用及びアイディア集の内容を盛り込んだ場合の計画例として示したもの
で、すべての対策が反映されたものではありません。

・災害対応のアイディアをプランに落としてみた場合の参考ですので、本プランを推奨す
るものではありません。

・参考プランとして、JBN会員工務店に対しては、著作権を放棄しますので採用できる箇
所・アイディアがあればご自由にご利用ください。

・避難勧告や避難指示などの発せられる激甚災害に対しては、「避難第一」です。このプラ
ンの建物であってもすべての災害で安全ということはあり得ません。アイディアを盛り
込んだ際の一例としての参考と認識いただき、誤解のないよう施主などへの説明を十分
に行ってください。

※参考プランの利用について

災害対応住宅参考プラン
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押入 押入

トイレ

入押下廊

玄関

ホール

U
P

6,
37
0

9,100

6,
37
0

洋室
（6帖）

洋室
（6帖）

洋室
（8帖）

物入

道路

±0

±0

+1065

±300

±300

+990

・電気等は引込ポールを使用

室外機 室外機 室外機デッキ

（4帖）

階段

・地盤面を道路＋300に設定・エアコン室外機をデッキ上に設置

・床下点検口設置

9,100

・耐震等級３

・ZEHレベルの外皮性能と太陽光パネル
用使を材垢無も材床やアド・ 画計造構たし慮考をクッロブ構架・

・構造材は無垢材を使用

・敷地周囲にブロック塀の設置

±
30
0

±300

+850

+870

3,640

3,640

3,
64
0

910
91
0

2,275
1,
82
0

3,
64
0

91
0

1,
82
0

2,275

2,730 2,730

ホール U
P

9,100

廊下 D
N

階段

ＬＤＫ

バルコニー

ＵＢ

給湯器

トイレ 物入

リモート室
洋室

（20帖）

（3帖）

冷

室外機

２階避難用バルコニー

・エアコン室外機は２階バルコニーに設置

パワコン

洗面脱衣室

分
電
盤

6,
37
0

3,
64
0

1,
82
0

91
0

・分電盤、パワコンは２階に設置

・主な設備機器は２階に設置

・給湯器は２階に設置

9,100

庇

・道路面に避難用バルコニー
・一部手摺を開閉可能に
（緊急時以外は施錠）

3,
64
0

91
0

1,820 1,820 1,820 2,275

2,
73
0

1,3652階　平面図

1階　平面図



15

災害対応住宅アイディア集 2022

ロフト

D
N

階段

9,100

6,
37
0

9,100

1,
82
0

1,820

6,
37
0

吹抜 吹抜

・最終避難場所の屋根に上れるように脚立を準備

019

・避難用陸屋根も道路側に配置 ・ロフト　避難用陸屋根への避難路を兼ねる

3,
64
0

2,
73
0

避難用陸屋根

天井裏

2,730 2,7303,640

3,
64
0

3,640 3,640

・可能であれば蓄電池も２階に設置
・非常用電源として太陽光発電パネルを設置

・最終的な屋根上避難の際にまたがれるよう棟を設定

30枚程度：250Wパネルで7.5kW 

避難用陸屋根

屋根伏図

ロフト平面図
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西　立面図

東　立面図

130

4
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・基礎に防水栓つき水抜き穴設置

1階軒高
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0

2,
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0
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5

2,
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5
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0
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最
高
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高
）

8,
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最
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さ
）

2階軒高

基礎高

・屋根避難の際に安定して座れるよう棟を設置

ＧＬ

20

・基礎高GL+600 

道路
ＧＬ

オーバーフロー管

600 600

600

130

600

・基礎打ち継ぎ部一体打ち又は防水処理・基礎に防水栓つき水抜き穴設置

10
4

1階軒高

006
000,3

2階軒高

2,
80
0

基礎高

6,
42
0（
最
高
軒
高
）

・基礎高GL+600 

・小さな開口部には防犯ガラス

20

ＧＬ
道路
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南　立面図

北　立面図

1階ＦＬ

2階ＦＬ

055 055

76
4

2,
76
1

2,
89
5（
階
高
）

2階軒高

・非常用電源として太陽光発電パネルを設置

・エアコン室外機をデッキ上に設置・大きな開口部には防犯ガラスとシャッター

ＧＬ

1階ＦＬ

2,
89
5（
階
高
）

2階ＦＬ

2階軒高

・電気等は引込ポールを使用

・一部手摺を開閉可能に
・道路面に避難用バルコニー

30
0

76
4

1,
40
0

2,
76
1

（緊急時以外は施錠）

ＧＬ
道路

ＧＬ
道路

・避難用陸屋根を道路側に配置

・ガス・電気メーターをできるだけ高い位置に設置
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P2 写真左２枚 キロクマ熊本素材写真アーカイブ　作成者　浅川浩二

P2 写真右２枚 倉敷市平成30年7月豪雨災害からの復興への記録　P43、44

P4 ハザードマップ 国土交通省ホームページ

P4 地形図 国土地理院ホームページ

P5 台風の風の強さ 気象庁ホームページを参考に作成

P8 泥水比重 掘削泥水の比重で用いられる1.05 〜 1.2の内、安全側の1.2で浮力を想定

P9 CPマーク 板ガラス協会ホームページ
CPマークとは：警察庁による侵入犯に対する調査をもとに建物に対する侵入に５分以上かかると大多数が
諦めて他の家を狙うとの結果に基づき、様々な侵入攻撃に対して５分間以上防御することができるか実際
に試験しクリアしたものだけに使用が許される。
窓に備わっている防犯機構としては、2枚のガラスの間に樹脂フィルムが挟み込まれており、割れ抜けにく
いようになっているため、強風や飛来物に対しても効果が期待できる。

P10 陰圧室 医療施設における環境感染管理のためのCDCガイドライン2003

P14 無垢材 集成材、MDF、パーチクルボード、化粧シート張り建材などは、浸水すると変形や剥離が生じて継続使用
が難しい。無垢材であれば洗浄や削ることで継続使用の可能性が高まる。

P17 メーターの高さ （一社）日本電気協会の内線規程によれば、電気量計（メーター）は、地表上下端が1.8ｍ以上で上端が2.2
ｍ以下で設置することとなっており、その中での最大の高さを選択する。
ガスメーター設置高さについては、定量的な基準はなく、検診・維持管理の容易な場所で、電気設備との
離隔、防火上の離隔、当該地域のハザードマップ等を考慮して、ガス事業者が判断することとなっている
ので、当該事業者と協議して決定する。

参照文献・資料
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